
平成２９年度
地域日本語教育スタートアッププログラム

石川県 中能登町

～事業の状況について～



１、中能登町の状況

１）総 人 口 １８，３０２人

２）外国人住民数 １９２人（平成２９年１２月末）（１．０４％）

３）主 な 国 籍 ①中国 １１６人 ②べトナム ４３人 ③韓国・朝鮮 １６人

④フィリピン ２人 ⑤ミャンマー １１人 ⑥タイ １人

⑧スリランカ １人⑧イタリア １人⑨イタリア １人⑩ブラジル １人

４）滞 在 理 由 ①技能実習 ②永住者 ③特別永住者 ④日本人の配偶者

⑤人文知識・国際業務 ※技能実習生が全体の６８．７５％

２、スタートアップの目標設定

１）持続可能な日本語教室の開設を目指す
２）外国人住民が必要とする日本語教室を目指す
３）日本語教室開設のための人材（教師、スタッフ）育成を図る
４）外国人住民のネットワークを構築する
５）技能実習生を雇用する企業と連携を深める



３、平成２９年度の取り組み実績

１）外国人住民のニーズ調査
・在宅訪問及び企業訪問でのヒアリング調査
・プレ講座参加の外国人住民にアンケート調査

外国人住民宅を訪問

企業を訪問

企業８社

①企業の規模や監理組合によってサポートが異なる
②日本語ができないことによる仕事上のトラブルが出ている
③身近に日本語能力試験のための教室を求めている
④２４時間３交替制の企業が多く、休日が一定ではない

外国人住民 １８名
①日本語レベルはＮ３～Ｎ４が最も多い
②日本語教室の利用を望む声が多い
③学びたいことは日常会話、祭りや伝統文化
④開設の希望日は月２回で日曜日の１３時から２時間が多
い



２）人づくり（日本語教師、コーディネーター、スタッフ）発掘・育成
①コアメンバーを募集し、プレ講座の企画運営に関わり育成

②コアメンバーで「なかのとまち日本語をつくろう会（ＮＮＴ）」を発足
③会員数 ２１名（内外国人住民 ５名（イラン、中国、ベトナム））
④会員の意向 教師 ５名 スタッフ １０名
⑤ＮＮＴの役割と位置づけ

・プレ講座の企画運営
・日本語教室に得意分野を活かす
・外国人住民とのコミュニケーション
・住民と外国人住民とのパイプ役
・将来の日本語教室開講時のコアメンバー



３）広報及びネットワークづくり
①中能登町広報で「多文化共生・国際交流のひろば」を設置

プレ講座の案内や外国人住民との暮らし方を啓蒙
②ＦＢ、ＬＩＮＥを活用し外国人住民、コアメンバーと情報の受発信
③プレ講座参加者間で情報交換
④ＮＮＴメンバーの外国人住民をキーパーソンに口コミ

⑥コアミーティング（ＮＮＴ会議）の開催回数
・９回開催（月１回ペース）
・延べ９８人参加（１回につき約１１人参加）

⑦担当
コーディネーター 大湯章吉、高崎道代、守田理夏

４）事業検討会
①中能登町とコーディネーターとの検討会 ４回 延２３人参加
②アドバイザーとの検討会 ３回 延２１人参加



４）プレ講座の開設
・第１回 外国人の本音トーク（９月１０日）
・第２回 外国人との接し方（１０月２２日）
・第３回 料理づくりで日本語を学ぼう（１１月２６日）

第１回プレ講座 第２回プレ講座 持ち寄りお菓子のブレイクタイム

４、コーディネーターの主な活動
・事業目的に到達するためのコーディネート
・外国人住民のニーズ調査及び企業との連携
・コアメンバーのミーティング運営及び人材（教師、スタッフ）育成



４）プレ講座の開設
・第１回外国人の本音トーク（９月１０日） 参加者 ３４名（外国人住民９名）
・第２回外国人との接し方（１０月２２日） 参加者２６名（外国人住民６名）
・第３回料理づくりで日本語を学ぼう（１１月２６日） 参加者２９名（外国人住民７名）

・第４回餅つき体験で日本語を学ぼう（１２月２３日） 参加者２７名（外国人住民９名）
延参加者数 １１６名（外国人住民３１名）
実質参加者数 ２８名（外国人住民２４名）

・担当
コーディネーター：大湯章吉、高崎道代、守田理夏
アドバイザー：今井 武、各務眞弓

第１回プレ講座 第２回プレ講座 第３回プレ講座 第４回プレ講座



５、アドバイザーの主な活動
・事業推進のための指導、助言
・先進事例の紹介及び開設に必要なノウハウの提供
・プレ講座等の実施にあたってのアドバイス
・コアミーティング（ＮＮＴ）のアドバイス
・事業実績に検討に係るアドバイス

４、コーディネーターの主な活動
・事業推進のための計画づくり（３８時間）
・企業及び外国人住民へのヒアリング調査（３６時間）
・プレ講座の企画運営（９４時間）
・コアミーティング（ＮＮＴ）の運営及び人材育成（９５時間）
・地域視察・現状説明（２７時間）



６、平成２９年度の課題
１）企業との連携が不十分
２）技能実習生と懇談が不十分
３）プレ講座の狙いや効果について綿密な計画が必要
４）外国人住民が継続、連続して参加できる工夫
５）教室のメリットが明確ではなく参加が少ない
６）プレ教室案内の周知は十分ではない
７）日本語指導の希望者に教師体験や研修の場をつくる

７、平成３０年度の事業計画

１）企業訪問し、技能実習生との懇談会を開催
２）外国人住民に交流型プレ教室を年間計画で知らせる
３）参加した外国人住民を登録し、フェイスブック、ラインでの情報交換
をする
４）他団体の国際交流事業と重複しないよう情報交換を密にする
５）外国人住民にとっての教室参加のメリットを前面に出す
６）日本語指導を希望するＮＮＴメンバーに研修の場を提供する



７、平成３０年度のプレ教室の計画

・「花見（日本式花見宴）」 ４月１５日（日）
・「町祭の踊りに参加（浴衣）」 ７月２８日（土）
・「お月見のお茶会（月見饅頭、お茶）」 ９月１６日（日）
・「紅葉散策（石動山）」 １１月１１日（日）
・「節分（豆まき、恵方巻体験）」 平成３１年２月３日（日）



８、実施体制
事業推進会議

中能登町生涯学習課

コーディネーター

行政協力機関

総務課

企画課

中能登町 住民福祉課

教育文化課

長寿介護課

社会福祉協議会

七尾鹿島広域圏消防

なかのとまち日本語をつくろう会

（ＮＮＴ）

プレ講座の企画運営

人材育成

ネットワークづくり

日本語教室のイメージづくり

民間協力団体

中能登町国際交流の会

七尾市国際交流協会

石川県国際交流協会

中能登町商工会

技能実習生を雇用する企業

アドバイザー

実施団体 石川県中能登町生涯学習課


